
匁
正
回
早
宍
周

--T-同
質
量
司
覇
軍
拘
置
可
{
唖
月
-
同
-
日
曜
骨
}
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禁

輔

載

新

年

特

別

競

非

募

債

主

義

の

考

察

・

:

・

・

:

法

畢

博

士

神

戸

正

雄

精

神

科

皐

の

新

分

類

論

吟

味

文

皐

博

士

米

田

庄

太

郎

景

気

に

於

け

る

勢

力

の

作

用

文

事

博

士

高

田

保

馬

穀

物

事

責

論

経

済

事

士

人

木

芳

之

助

曾
計
月
十
の
本
質
Z
其

の

問

題

経

古

学

士

崎

川

虎

一

二

長
期
景
気
波
動
の
研
究
・
:
;
:
・
一
経
済
皐
士
柴
田
知

魚

食

論

・

・

去

十

一

博

士

財

部

静

治

経
管
経
済
皐
即
時
認
識
目
的
の
規
範
者
:
・
経
済
事
士
大
塚
一
朗

貨
幣
債
値
安
定
抗
日
見
ク
レ
ヂ
ッ
ト
ベ
叩
・
・
空
間
墜
士
松
岡
孝
児

徳
川
時
代
諸
藩
の
図
産
曾
所
に
就
い
て
:
経
済
皐
士
堀
江
保
蔵

商

人

排

除

の

傾

向

に

就

て

・

経

済

墜

士

谷

口

吉

彦

経
漕
皐
の
認
識
主
観
託
貰
践
哲
皐
者
:
・
控
草
博
士
石
川
興
二

土
佐
藩
に
於
け
る
育
子
令
に
就
て
建
一
呈
問
士
本
庄
柴
治
郎

企

業

の

競

争

・

器

畢

博

士

小

島

昌

太

郎

英
米
の
所
得
税
・
・

Mmm
準

博

士

汐

見

三

郎

新
著
外
閥
経
済
雑
誌
主
要
論
題

川一一ー
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財

官官

古宇

ム口
、w
t

回

F
E一zm門

O
Z

は
気
候
に
関
す
る
前
記
の
好
著
中
、
肱
気
候
的
に
考
へ
た
る
衣
食
住
問
題
は
、

人
特
に
ぞ
の
仕

事
に
及
ぼ
す
影
響
に
付
、
ぞ
の
精
密
な
る
割
合
を
佃
別
に
決
定
す
る
の
難
き
ゃ
、

一
例
に
よ
ち
明
か
に
お
れ
特
べ

き
eT
説
け
り
、
そ
の
誌
に
よ
る
に
苦
人
は
人
の
働
〈
力
炉
、
食
物
、
飲
料
、
甑
眠
可
及
蕊
服
ド
ム
も
左
右
己
る
お

を
知
る
、
人
一
か
倫
是
等
の
も
の
を
等
常
量
玄
け
供
給
さ
る
る
聞
に
、

一
々
そ
の
結
果
の
測
定
を
試
み
つ
つ
あ
ち
と

慌
定
せ
よ
、
そ
の
際
そ
の
人
が
肉
を
食
せ
る
以
後
、
又
は
一
飲
料
を
揖
一
れ
る
検
定
ま
れ
る
時
聞
を
過
ぎ
て
そ
の
力

を
瞬
め
す
べ
し
、
又
毎
日
校
山
間
時
間
睡
眠
ぜ
る
か
そ
調
べ
、
之
を
そ
の
仕
事
L
」
比
鞭
す
ペ
し
、
叉
ぞ
の
人
が
春
の
下

衣
又
は
款
の
外
套
を
、
着
用
せ
る
以
前
左
そ
の
以
後
と
に
於
げ
る
仕
事
高
を
測
る
ぺ
し
、
ぞ
の
際
吾
人
は
諸
結
果

を
得
べ
き
も
、
そ
は
気
候
の
線
(
平
均
)
結
果
を
測
る
L
」
同
様
、
明
断
な
る
べ
き
や
は
大
に
疑
は
し
、
素
よ
り
吾
人

は
食
物
、
飲
料
、
睡
眠
、
及
衣
服
に
よ
る
、
影
響
を
測
る
こ
と
に
付
何
等
の
困
難
を
戚
せ
争
、
そ
は
そ
の
貴
験
の

必
要
に
適
す
る
が
如
〈
、
容
易
に
是
等
を
加
減
盛
夏
し
得
ぺ
け
れ
ば
な
り
、
さ
れ
ど
気
候
の
一
事
に
あ
ち
で
は
此

艶
に
付
事
情
を
異
に
す
、
そ
は
空
模
様
の
護
る
が
僚
に
之
を
看
取
る
の
要
め
り
、
そ
の
影
響
を
蒙
る
べ
き
人
々
に

1聖.

食

論

第
一
一
一
十
問
答

;iL 

第
一
読

一一二九



魚

食

第
三
十
四
血
管

第
一
競

四
O 

論

四
O 

就
き
、
不
断
に
測
定
す
る
の
要
め
り
、
何
れ
の
日
に
か
先
づ
一
気
候
の
下
一
々
之
を
検
診
し
、
突
い
で
他
の
気
候

事
情
の
下
之
を
な
す
べ
し
.
さ
れ
ど
ぞ
は
困
難
に
ら
ん
、
斗
品
川
し
気
候
の
場
合
そ
の
結
果
の
満
了
を
告
ヤ
る
迄
に
、

可
な
り
の
昨
日
を
待
つ
の
要
あ
れ
ば
な
り
、
か
く
気
候
の
場
合
に
は
賀
験
の
必
要
に
感
じ
、
諸
結
果
に
人
魚
の
麗

化
を
及
ぼ
し
特
べ
き
こ
と
な
〈
し
て
、
気
候
の
諸
結
果
を
探
紫
す
る
こ
と
を
強
ひ
ら
る
る
を
以
て
、
そ
の
困
難
た

る
や
究
の
如
き
貫
験
者
の
場
合
と
殆
ん
ど
異
る
な
し
、
即
ち
そ
は
一
群
の
人
々
に
よ
り
消
措
せ
ら
る
る
食
物
の
、

分
量
及
樺
類
に
よ
る
結
果
念
式
悦
一
定
せ
ん
と
希
望
す
る
も
.
ぞ
の
食
物
が
何
桂
揖
恥
4
3

れ
し
か
に
就
き
、
何
等
の
取

調
を
布
ゼ
さ
る
者
ド
新
M
U
J

る
と
回
凱
れ
ら
す
事
絞
め
官
船
上
各
一
食
ド
開
し
u

利
か
大
型
仙
人
々
ド
配
時
サ
ら
れ
、
弘

事
擁
み
て
何
か
食
ひ
獲
さ
れ
し
か
を
、
そ
の
人
の
測
る
僅
に
測
ら
し
め
得
べ
き
も
、
名
々
の
人
々
は
好
き
な
丈
け

食
ひ
、
好
き
な
時
に
食
ふ
べ
き
を
奈
何
ぜ
ん
、
き
れ
ば
買
験
者
は
そ
の
賓
験
上
注
意
を
注
が
ば
、
諸
結
果
を
牧
め

得
べ
か
ら
ん
も
、
そ
の
諸
結
果
は
決
し
て
食
物
の
会
結
果
を
反
映
す
る
こ
と
な
か
る
べ
し
と
せ
り
。
夫
れ
然
、
り
食

物
の
選
搾
特
に
魚
食
の
愛
用
に
付
、
地
球
事
情
に
一
因
由
を
求
ふ
り
べ
き
や
営
然
な
り
と
す
べ
き
も
、
是
を
以
て
騒

々
し
く
唯
一
否
主
要
原
悶
親
す
る
こ
と
や
}
誠
し
む
る
の
要
あ
る
や
推
し
て
知
る
べ
し
、
本
邦
魚
食
の
殊
格
に
付
英

和
営
尋
ね
自
然
事
情
以
外
鹿
般
の
史
買
に
之
を
求
可
べ
し
と
、
嚢
に
先
づ
断
り
お
き
し
は
之
が
た
め
な
り
。

五

魚
が
食
物
に
過
す
る
や
否
や
は
、
主
と
し
て
晴
好
に
よ
り
て
岐
る
る
問
題
た
り
と
は
、
英
の
質
賃
な
る
海
洋
漁

業
研
究
者
〉

F
一c
の
喝
破
ぜ
る
所
な
れ
い

V

而
し
て
経
梼
撃
者
ロ

2
5
も
亦
謂
へ
hJ
、
人
は
そ
の
肉
睦
以
上
の
一

*cf. 1主untingtCon， Civilizaliun :md Clima.te. pp" L?，6， 127・
*持 cf.P. G. AHalo， The Sea-Fi.hing Indu.lryιf En邑Iand and Wales.' 04 P・4・



物
た
り
、

h
y

〈
て
又
何
が
人
の
た
め
に
自
然
の
食
た
る
か
に
つ
き
、
歴
史
は
解
剖
皐
と
同
等
に
、
容
醸
す
る
の
一

権
能
を
省
す
ド
、
吾
人
は
隆
昌
を
誇
り
つ
つ
あ
る
我
邦
嬰
皐
及
食
養
化
準
に
就
き
で
は
、
会
〈
門
外
漢
た
り
、

3

れ
ど
本
邦
筈
来
の
食
療
上
重
き
佐
お
か
る
る
五
味
の
分
類
一
炉
、

是
等
の
串
間
に
於
て
如
何
に
省
慮
き
る
る
か
左

は
、
前
年
同
公
表
せ
る
一
文
中
夙
に
疑
を
存
せ
し
所
な
り
、
(
本
誌
第
三
十
巻
一
O
O
一
頁
参
照
)
味
を
分
ち
て
五
つ
に
限
定

ニ
ュ
ー
メ
リ
h
d
ル
-
カ
テ
ゴ
リ

す
る
が
加
き
、
早
党
事
物
を
定
数
範
時
に
よ
り
、
型
ら
ん
と
す
る
東
洋
一
流
の
定
数
論
と
し
て
、

一
笑
に
付
し
去

る
べ
き
も
の
な
る
や
か
}
知
ら
守
主
雌
も
、
五
味
相
調
ふ
て
和
す
、
可
三
以
深
ニ
性
命
之
根
-
と
設
さ
、
治
病
を
以
て

、

、

、

、

致
午
、
鹿
謹
の
一
権
道
幌
せ
る
ド
い
釘
し
、
飲
食
五
味
の
調
和
」
佐
川
以
一
し
、
臨
生
の
常
道
先
務
調
せ
る
碩
間
半
拙
苓
か
、
「
古

人
有
一
一
一
日
、
上
限
酉
治
末
病
、
式
次
、
治
己
荊
.
治
未
病
者
、
飲
食
暗
欲
、
節
宜
随
時
、
以
養
其
和
、
所
以
慮
常
也
」
(
巻
懐

食
銭
に
描
戸
、
る
恕
巷
正
徳
大
卸
西
紀
一
七
一
穴
年
の
序
中
)
と
一
マ
一
口
ひ
.
(
徳
川
時
代
初
期
の
大
儒
木
下
順
庵
品
、
寛
丈
十
二
郎
西
紀
一
六
七
二
年
向

井
一
万
升
の
「
倭
名
木
草
」
に
序
し
て
「
余
讃
一
-
周
官
一
至
下
盤
師
列
二
子
天
官
一
而
食
犠
先
中
子
疾
控
よ
来
下
嘗
不
上
嘆
1
古
之
仁
人
基
一
一
天
下
部
世
一
之
深
よ
也
」

メ
グ
山
リ
テ

と
せ
る
も
同
趣
旨
な
と
五
味
六
和
十
二
食
還
、
相
二
銭
質
一
也
(
鵡
記
鵡
誓
泊
中
)
と
敢
ゆ
る
に
接
し
、
之
を
徹
頭
徹
尾
荒
唐

無
稽
な
り
し
」
斥
ぞ
〈
る
が
却
さ
は
、
寧
ろ
科
皐
者
の
浅
慮
と
す
べ
き
に
非
十
や
、
(
支
那
?
一
大
基
本
轄
地
(
と
せ
ら
る
ふ
も

の
を
窺
ふ
に
、
就
中
「
索
開
」
中
に
は
五
味
の
設
は
諸
所
に
散
凡
せ
ら
る
ふ
と
共
に
、
特
に
天
地
之
動
静
、
五
運
之
蚊
を
「
五
運
行
大
論
箭
」
中
に
論
じ

て
五
味
に
言
及
し
、
他
の
一
書
「
蜜
櫨
」
咋
に
は
五
味
日
及
五
味
論
篇
の
二
筑
を
含
む
こ
と
を
注
意
ナ
)
そ
は
何
れ
に
し
て
も
魚
食
の
管
俗

h
H
、
人
間
噌
好
の
好
惑
に
よ
り
、
岐
る
る
所
多
き
の
事
賞
は
、
西
人
も
亦
沿
ね
〈
之
が
認
h
u

、
誌
に
は
車
に
そ
の

数
例
を
抽
錬
せ
ん
か
、
時
々
「
)
円

7
3志
向
に
て
捕
獲
せ
ら
る
る
敷
百
噸
の
秋
刀
魚
冨

R
Z
E
は
、
舶
よ
り
海

A 

四

第

豊富

四

論

第
三
十
四
巻

食

Cf. Devas， of cit.， p・2:939時



盟主

論

四

第

披

食

第
一
一
一
十
四
巻

一
四
二

に
投
ぜ
ら
る
、
可
な
り
奇
怪
と
す
べ
き
も
、
蘇
格
蘭
に
て
は
秋
刀
魚
を
食
せ
4
?
と
せ
ら
る
る
が
如
き
、
一
蒙
奪
な
る

一
園
民
と
し
て
そ
の
意
に
介
せ
ざ
る
浪
費
な
る
や
は
知
ら
玄
る
も
、
要
す
る
に
魚
味
に
劃
す
る
同
国
民
特
殊
の
好

き
嫌
ひ
、
之
を
し
て
然
ら
し
な
と
す
べ
き
に
非
や
や
、
捕
の
類
宮
山
田
は

h
o
コ∞
Z
R
E
C
Z
m
に
て
大
に
賞
美
せ
ら

れ
、
而
も
土
耳
葉
の
海
に
て
産
す
る
も
の
は
、
不
列
顛
の
海
に
産
す
る
も
の
に
比
し
蓮
か
に
大
な
り
、
そ
は
大
不

列
顛
に
て
は
不
問
に
付
せ
ら
る
、
そ
は
多
分
鈎
と
糸
と
に
よ
り
之
営
釣
る
の
要
め
る
べ
く
、
又
限
ら
れ
だ
る
地
方

に
於
て
の
み
産
せ
ら
る
る
に
よ
る
も
の
な
り
、
又
鱈
の
類
宗
一
一
白
井
は
英
蘭
西
南
端
の
一
州
(
一
2
5寸
同
一
日
の
沖
及

そ
の
舶
の
拙
方
ド
て
山
多
量
に
産
せ
ら
る
る
も
百
之
を
荷
活
h
ノ
せ
ん
と

L
て
よ
く
は
出
来
す
百
叉
、
赤
く
俳
右
さ
れ

r
d
る
が
た
め
に
、
不
問
に
付
せ
ら
る
、
院
の
類
宗
主
日
ロ
コ
仏
ミ
は
今
は
さ
程
な
ら
ゴ
る
も
、
近
年
迄
は
魚
商
庖
に

愛
見
さ
れ
ぎ
り
し
所
な
り
、
然
る
に
そ
は
偽
蘭
西
の
料
理
屋
に
て
大
に
賞
美
せ
ら
る
左
は
、
食
用
三
一
E
3

、
、
、
.

E
R
従
ひ
て
商
用
魚
の
何
た
る
か
が
、
魚
そ
の
も
の
素
質
の
能
毒
に
よ
り
分
る
る
よ
り
も
、
事
ろ
圃
盛
れ
ば
噌
好

異
る
の
趣
旨
に
よ
り
判
別
ぎ
る
る
こ
と
賓
際
な
り
と
せ
る
戸
市
一
m
r
g
z
の
設
〈
所
な
か

H

「
魚
肉
は
季
節
に
よ
り

何
回
目
B

そ
の
味
を
異
に
す
、
同
じ
魚
に
で
も
そ
の
季
節
に
あ
ら

F
る
も
の
は
、
不
味
食
ふ
に
堪
へ
ま
る
ち
の
あ
り
」
(
食
品
辞

典
一

O
七
頁
参
照
、
宵
同
書
中
主
要
食
用
魚
民
球
白
季
節
を
血
宇
る
こ
?
古
注
意
す
〉
そ
の
美
味
な
る
時
又
蕗
ど
選
び
て
、
各
積
の
魚

を
賞
味
す
る
は
人
の
自
由
な
り
と
は
、
依
然
と
し
て
異
理
と
す
べ
き
も
、
他
の
一
面
よ
り
観
す
れ
ば
、
経
済
援
蓮

の
一
面
は
、
季
節
に
よ
る
白
然
の
震
東

HAE--NE--m
外
に
解
放
せ
ら
る
に
あ
り
、
料
理
本
及
配
陀
恥
普
通
に
皐

げ
ら
る
る
、
季
節
食
用
魚
円
銑
の
多
く
は
、
説
刷
用
を
生
ぜ
し
め
易
し
と
も
観
し
得
べ
き
も
の
あ
り
、
此
馳
に
於
て

器 cf.Henry J. Spooner， W白 lthfmm ¥Vaste，' IB. p. 279・
時 cf.Gerald Leig:hton， Art.“ Fisheries" in H:J.Hnswart l.!'~ Gniversal Encyclopedia. 
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噌
味
の
扶
植
岡
達
を
嗣
り
、
魚
食
を
四
時
又
高
民
に
行
渡
ら
し
む
る
は
、
寧
ろ
望
ま
し
と
も
読
き
特
べ
き
も
の
め

hJ
、
現
に

H
b
r
H
r
g
E
は
設
け
り
、
厳
密
に
議
す
れ
ば
法
律
上
の
観
世
相
よ
り
す
る
も
の
以
外
に
、
食
用
の
魚
を
責

る
べ
き
に
非
4
?

と
す
べ
き
季
節
な
し
二
般
的
に
説
か
ぱ
魚
は
そ
の
牢
熟
卵
期
を
以
て
、
最
良
季
と
す
と
言
ひ
得
べ

、-一ヲヲゴ

し
、
詳
言
す
れ
ば
魚
鯛
(
卵
及
白
子

r
i
-
-
Eご
る
が
産
卵
に
至
る
迄
に
、
竿
ば
熟
成
せ
る
時
な

h
、
さ
れ
ど
敷
魚

は
熟
卵
期
を
最
良
と
す
、
他
の
一
面
に
於
て
木
成
魚
、
詳
一
一
目
す
れ
ば
若
過
ぎ
る
た
め
に
、
産
卵
す
る
に
至
ら
ゴ
る

も
の
は
、
決
し
て
健
康
に
悪
き
こ
と
な
き
も
、
供
給
保
全
の
士
め
に
避
け
ら
る
る
の
要
あ
り
、
又
魚
は
大
距
離
の

遠
方
よ
り
諸
市
場
に
滑
ら
さ
る
る
を
以
て
、
そ
の
諸
季
節
を
定
か
る
w

}

と
は
益
々
同
難
と
な
る
、
根
令
ぱ
鱈
は
各

季
を
好
適
と
す
E

と
考
ふ
る
に
馴
れ
七
る
も
、
ふ
ー
や
優
等
の
な
ま
鱈
を
夏
季
中
に
手
に
し
得
、
べ
し
、
艇
の
額
問
。
目
白
は

一
年
中
を
通
じ
嘉
肴
と
す
べ
き
も
、
他
の
同
類
三
和
一
日
は
歳
初
め
三
ヶ
月
は
下
等
と
す
べ
し
、

排
そ
の
他
洞
激

魚
の
季
節
は
、
そ
の
魚
が
ト

?
I
M
F
漁
舶
の
出
漁
閤
内
に
入
れ
る
季
節
に
よ
り
決
せ
ら
一
る
、

吋

5
n
を
規
定
せ
る
特
別
法
に
よ
り
保
識
せ
ら
る
と
・
吾
人
は
以
下
・
本
邦
魚
食
の
初
日
俗
に
付
、

鱒
は
禁
漁
期

C
c
z

弘
く
諸
方
面
に
そ

の
事
由
を
尋
ね
ん
と
欲
す
と
雄
も
、
そ
の
以
前
に
尚
一
瞥
を
造
り
お
き
て
も
、
迂
廻
の
道
の
り
左
せ
玄
る
べ
き
は

食
に
付
て
の
諸
慣
習
相
違
の
原
因
日
開
す
る
一
般
論
た
り
、
以
下
之
を
略
説
せ
ん
。

....... ，、

常
用
食
物
の
種
類
に
付
、
賓
際
上
及
歴
史
上
大
殊
異
を
呈
す
べ
き
理
由
を
緯
説
せ
ん
と
せ
ば
幾
百
頁
を
費
や
す

の
要
あ
一
る
べ
き
も
、
之
を
要
約
す
る
'
と
き
は
二
類
の
理
由
に
分
つ
を
特
べ
し
、
第
一
は
生
産
に
閲
す
る
諸
理
由
な

魚

ノ.. 
.t長

言古

第
三
十
四
巻

一回一一一

問

第

披

cf. Leigh ton， op. cit 品



魚

ノ~
且

3命

第
三
十
阿
巻

!団

四

第

f虎

一
四
四

り
、
即
ち
動
植
物
の
地
理
的
分
布
、
之
を
移
植
し
風
土
化
す
る
に
就
き
て
の
土
地
能
力
、
如
何
に
し
て
之
を
成
長

蕃
殖
せ
し
む
ペ
き
か
に
闘
す
る
住
民
の
知
識
、
之
を
食
卓
に
上
ぽ
す
の
用
意
に
闘
す
る
人
の
熟
錬
は
然
h
J
、
第
二

は
じ
一
羊
架
上
の
諸
理
由
た
り
、
即
ち
気
候
、
諸
生
活
慣
習
、
年
齢
又
は
鴨
質
仁
臆
じ
、
食
物
に
仰
ャ
の
要
め
る
諸
化
率

的
元
素
の
諸
割
合
、
諸
食
物
に
封
す
る
噌
好
を
充
た
す
こ
と
に
興
す
る
の
多
少
、
各
人
が
食
物
を
調
達
す
る
に
め
、

底
分
し
得
べ
き
収
入
の
高
、
随
意
に
虞
分
し
持
べ
き
動
植
物
を
、
加
何
に
享
柴
す
べ
き
か
に
付
、
住
民
の
有
す
る

知
識
は
然
り
、
是
等
三
類
の
事
由
は
、
諸
時
代
、
議
地
方
、
諸
岡
民
、
議
階
統
及
個
人
の
常
食
物
上
、
窺
は
る
ぺ

こ

1
E
J
E
-
〉

b

E
Hア
桝
品
U
4
4一
(
i
J
一九円

l
c
-

〉

'
E
l
l
-

，
d

〉

{

{

i

}

!

[

I

L

-

-

L

i

F

[

ト
い
が
ら
児
rw

力
を
科
町
寸
応
仁
口
A
h
ド
り
議
よ
り
不
二
務
Uf
列
性
此
列
か
仁
説
草
此
村

伴
ひ
得
ぺ
し
、
偲
令
ぱ
課
税
は
諸
積
の
食
物
を
不
平
等
に
歴
逗
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
食
物
の
消
品
質
を
増
し
、
他

物
の
消
費
を
減
中
る
こ
と
あ
戸
り
、
宗
教
は
教
梧
の
食
物
を
一
季
節
に
限
h
ノ
又
は
全
然
禁
守
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費

に
影
響
し
得
ペ
し
、
而
し
て
之
を
禁
や
る
の
理
由
は
、
基
督
教
の
例
に
於
け
る
が
如
〈
明
白
な
る
あ
り
、
或
は
不

明
な
る
あ
り
。
又
時
と
し
て
確
か
な
る
説
明
を
求
り
る
に
窮
す
る
こ
と
あ
り
、
但
A
7
ぱ
馬
肉
に
劃
す
る
味
悪
普
及

せ
る
は
、
推
測
す
る
所
或
は
戦
争
及
狩
強
に
於
け
る
補
佐
者
、
或
は
一
牽
獣
と
し
て
有
用
な
る
が
だ
め
、
或
は
貴

顕
及
男
性
を
示
す
べ
き
、
一
種
の
勇
姿
を
呈
す
る
た
め
、
一
一
輔
の
曾
敬
又
親
愛
を
加
ふ
る
に
よ
る
色
の
な
る
べ
し
、

牡
牛
が
農
業
に
と
り
貴
重
な
る
h

ん
め
、
大
に
之
を
管
室
す
る
は
、
支
那
人
を
し
て
牛
肉
を
厭
は
し
む
る
の
理
由
な

る
べ
く
、
彼
等
は
印
度
人
が
宗
教
上
の
理
曲
よ
り
、
之
が
食
用
を
禁
十
る
と
は
そ
の
趣
を
異
に
す
、
き
れ

E
是
等

は
推
測
に
外
な
ら
争
、
か
く
て
生
理
及
歴
史
に
よ
り
、
食
物
の
使
用
に
闘
す
る
詑
明
上
禅
盆
す
る
所
多
き
を
得
ベ



し
と
す
る
も
、
晴
好
色
々
な
る
に
言
課
な
し
と
す
る
諺
に
満
足
し
て
、
息
h
u

ぺ
き
こ
と
珍
し
か
ら
中
。
欧
洲
に
て

は
従
前
乱
及
粉
製
食
物
を
掘
取
す
る
こ
と
多
か
り
し
も
、
近
時
ド
至
り
瑚
研
.
茶
、
砂
粧
及
馬
鈴
薯
の
消
費
は
庚

〈
行
渡
る
こ
と
と
な
れ
り
、
下
流
の
偶
人
は
特
に
そ
っ
ぷ
及
野
菜
を
愛
用
し
、
従
ひ
て
す

z
p
c
m口
の
梓
名
を

得
た
る
も
、
諸
種
の
腸
吐
一
聞
を
賞
用
す
る
こ
と
桓
み
得
ぺ
き
に
非
る
濁
人
に
は
‘
時
と
し
て

Z
E
2
2
Z
の
梓
名
附

長

輿
3
る
る
が
如
き
、
傍
り
に
頴
著
に
し
て
、
人
は
必
ヤ
し
も
そ
の
理
由
を
問
は
ま
る
ぺ
き
異
習
た
り
d
O

人
の
食
物
は
由
来
甚
だ
匝
々
に
ち
し
も
、
諸
観
客
上
綜
令
す
べ
き
所
に
よ
る
に
、
そ
の
食
物
は
歴
史
上
吾
人
の

知
れ
る
人
間
衆
践
と
し
て
越
せ
る
品
稀
に
よ
れ
る
こ
と
、
健
康
に
描
せ
る
常
食
は
彼
等
の
聞
に
岡
布
ぜ
る
こ
と
、

そ
は
諸
事
情
の
下
必
然
最
良
と
す
ぺ

E
T
採
れ
り
と
す
べ
か
ら
ー
?
と
も
、
そ
の
一
良
食
と
す
べ
き
を
棋
は
し
か
、

農
耕
、
飼
音
、
料
理
及
食
方
巴
2
2
5
の
諸
術
は
、
或
は
不
完
全
又
経
験
的
た
り
き
と
す
べ
か
ら
ん
も
、
右
の

勤
に
寄
興
す
る
所
多
か
り
き
、
従
ひ
て
又
食
物
不
同
に
よ
る
重
要
義
の
別
は
誇
張
さ
る
べ
き
に
非
ゃ
、
一
般
に
健

康
は
千
差
高
別
な
石
器
養
に
よ
り
助
長
さ
れ
梓
ぺ
し
、
か
く
て
一
国
民
の
食
物
は
一
定
の
限
度
に
於
て
、
ぞ
の
安

康
及
病
態
を
左
右
す
べ
き
も
、
そ
は
輯
徴
の
程
度
に
限
ら
る
、
又
民
衆
大
多
数
の
主
要
食
物
を
な
す
べ
き
幽
民
的

食
物

Z
色。

E
げ
の
刊
号
宮
町
は
、
通
常
そ
の
闘
の
諸
事
情
に
適
合
し
、
永
き
経
験
の
結
果
と
し
て
賞
用
せ
ら
れ
、

奮
停
の
技
巧
に
よ
り
て
調
理
せ
ら
る
、
こ
は
般
A
T
ぱ
露
凶
民
の
好
物
た
る
魚
肉
λ
麺
包
及
甘
躍
そ
つ
よ
、
塊
あ
4
9

ベ
ん
諸
州
の
園
子
関
口
注
目
]
等
に
つ
き
で
見
る
所
な
り
。

而
も
亦
議
食
物
の
質
と
之
を
享
用
す
べ
き
分
量
と
は
、
大
部
分
は
一
剛
氏
の
聞
に
周
及
せ
る
枇
曾
事
情
の
健
否

魚

食

第
三
十
回
巻

第

披

一
四
五

四
互孟

E歯

告 cf.Dt:vas， op. cit.. pp・299，30.0 j Devas， G刀 rl'l吋5.tzeder Volk:;wirtschaftsl，. hre， 
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余

食

3命

第
三
十
四
谷

一
四
六

貫主

務

一一昨穴

に
よ
る
結
果
た
ち
、
従
ひ
て
以
上
説
く
が
如
き
尋
常
服
態
は
、
旧
制
若
な
ろ
衣
の
諸
場
合
に
そ
の
軌
を
逸
し
七
り
‘

(
1
)
第
一
に
そ
は
夫
等
諸
術
を
解
せ
ぎ
る
敗
残
民
族
、
貧
困
な
る
壁
民
に
し
て
、
時
に
厭
ふ
べ
き
過
食
を
交
へ
つ

つ
、
不
断
に
竿
餓
蹴
態
の
下
生
存
せ
る
・
も
の
の
聞
に
於
て
然
り
、
一
の
西
伯
利
直
盤
人

T
r
z
R
又
は
ロ
ロ
m
g
U
E

は
、
肉
凶

O
封
度
を
食
す
ペ
〈
、
三
人
一
饗
宴
を
固
み
て
一
馴
鹿
を
食
ひ
壷
す
ベ
〈
、
そ
の
一
人
は
現
に
二
十
四

一
大
牡
牛
の
替
部
又
一
入
封
度
の
脂
肪
を
食
し
、
そ
の
以
外
に
等
量
の
液
韓
牛
酪
を
揺
れ
り
、
又
狩

時
間
内
に
、

強
民
族
聞
に

b
同
様
の
例
を
見
る
、
而
し
て
オ
セ
ア
回
一
ア
群
島
中
の
粗
野
な
る
ぎ
ゲ

JEE--出
は
、
貧
弱
に
し
て

，l凶

o
h
n

，E

，、，
h

I

Z

l

t

z

'

M

'

U

晶、
f
j
a
h
'

・・

1
1
5
2

、
，
酬
}
泊

一〉J
列
f

れ
と
そ
れ
U
兄
ト
町
ら
と
と
隷
伝
説
耳
立
必
ね
る
が
珂
r
i

仁一
V

Jj乙
)詩

J'Þ~ 

tr 

¥白
'

A

J
ヤ
4

・
4

，

F
-
3
1戸
。
山

''k-A

f
r
h
A
~

叩バニ
l
J叶
品
川

v
z
ρ
l
J

流
階
級
特
に
市
民
間
に
あ

v

り
で
は
、
健
康
に
適
す
る
食
物
よ
り
も
美
食
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
叉
節
食
せ
ば
健
康

に
趨
す
べ
き
も
の
を
も
、
過
量
に
食
す
る
こ
と
に
よ
り
て
然
h
ノ
、
右
人
聞
の
弱
枯
に
つ
き
で
は
周
離
有
食
聾
之
職

以
和
王
之
膳
差
、
論
語
郷
黛
詳
記
夫
子
飲
食
之
節
、
孫
異
人
有
食
忌
、
朱
丹
海
有
食
色
簸
、
孟
哉
食
療
、
脅
股
心

鑑
、
東
垣
束
壁
食
物
本
州
、
其
話
之
詳
且
査
夫
、
讃
之
乃
知
古
人
於
一
飲
一
食
之
問
、
不
敢
縦
日
腹
之
欲
、
而
出

々
拳
々
乎
比
也
、
夫
飲
食
諸
物
一
品
一
味
、
必
有
良
毒
宜
忌
、
荷
不
精
捧
車
両
、
則
禁
所
以
養
入
者
、
韓
潟
腐
腸
之

葉
、
伐
性
之
斧
(
前
向
恕
苓
の
序
中
)
と
言
ふ
が
如
〈
、
古
人
の
誠
め
に
富

U
に
拘
は
ら
す
、
古
代
一
九
先
配
暴
食
の
害
色

そ
の
例
に
富
め
り
と
雌
も
、
そ
は
虞
ら
〈
は
偲
A
T
ぱ
近
時
の
英
蘭
に
普
通
な
り
し
が
如
き
習
慣
的
過
食
の
風
め
る

に
比
し
、
換
言
す
れ
ば
日
常
食
物
を
遁
量
に
揖
h
ノ
、
諸
生
存
器
官
を
過
一
持
せ
し
か
る
こ
止
に
よ
り
て
の
み
排
概
さ

れ
得
べ
〈
、
結
局
疾
病
に
移
る
の
賦
あ
る
に
比
し
、
軽
し
と
す
べ
き
を
注
意
す
べ
け
ん
、

(
3
)
究
に
偽
皐
を
以
て
、



バ
食
事
の
尋
常
航
蕗
よ
h
逸
出
す
る
の
第
三
固
と
し
て
異
質
に
奉
げ
得
べ
〈
、
そ
は
現
に
作
用
し
つ
つ
あ
る
一
原
因

た
り
試
み
に
想
へ
母
乳
使
用
反
封
を
唱
へ
し
、
菜
食
論
者
の
心
得
蓮
ひ
な
る
約
束
、
之
が
使
用
に
抗
議
す
る
を
科

率
的
と
要
求
し
つ
つ
あ
り
し
人
々
あ
り
し
を
、
又
菜
食
論
者
は
そ
の
考
ふ
る
が
如
〈
世
を
化
し
特
べ
し
と
せ
ば
、

何
時
か
は
疾
病
、
泥
酔
、
不
具
、
好
色
、
貧
困
及
疫
病
営
、
世
曾
内
よ
り
尽
け
得
べ
し
と
確
信
せ
る
こ
と
あ
る
を

(
4
)
第
四
に
人
は
野
盛
に
陥
ゐ
れ
る
が
た
め
な
ら
争
、
寧
ろ
経
済
上
又
は
政
治
上
の
煙
迅
に
よ
り
、
貧
困
に
陥
ゐ

り
て
、
調
理
粗
悪
な
り
否
正
に
健
牒
に
害
め
る
食
物
を
不
足
勝
ち
に
と
る
の
外
な
き
こ
と
あ
ち
、
又
臨
或
は
乳
の

加

t
、
保
健
食
の
た
め
極
め
て
重
要
な
る
特
殊
物
品
が
も
貧
民
階
級
を
し
て
そ
の
消
費
を
切
り
詩

U
る
程
高
慣
な

L
U
L
j
れ
る
わ
い
め
、
十
分
化
る
食
事
を
杭
L

川ノ特
S
Z
こ
と
あ
り
、
知

V
R町
民
仁
一
前
げ
る
専
寅
mw
結
果
と
し
て
そ
の

例
め
り
し
こ
と
め
り
、
き
れ
ど
右
の
主
旨
に
つ
き
で
は
節
倹
と
貧
と
を
混
同
す
べ
き
に
非
や
、
又
吾
人
が
一
民
衆

の
馴
れ
士
る
食
物
に
甘
ん
や
ノ
ベ
か
り
し
と
せ
ば
、
吾
人
の
眼
に
究
と
映
中
ペ
き
が
た
め
に
、
無
謀
に
も
そ
の
民
衆

営
貧
苦
L
」
思
ひ
込
h
U
ぺ
き
に
非
る
を
注
意
す
べ
し
、
黒
麺
包
bn-
食
す
る
一
民
衆
ほ
.
貧
に
腕
ら
る
る
が
た
め
に
然

り
と
軽
信
し
、
好
み
又
は
倹
約
に
よ
り
愛
す
る
所
な
ら
中
と
す
る
、
一
部
族
行
家
の
観
客
は
偏
見
に
陥
ゐ
れ
る
の

雄
め
る
べ
し
、
一
支
那
人
は
同
様
な
る
h
A
h
刊
昨
骨
骨
献
に
よ
り
、
町
株
m
H
牛
酪
及
乳
に
よ
り
柴
ゆ
る
一
国
土
た
る

も
、
そ
の
地
に
於
て
米
を
手
に
入
る
る
こ
ん
]
能
は
r
d

る
た
め
、
竿
餓
の
航
を
皇
す
と
考
へ
た
り
と
せ
ら
る
、
北
米

合
衆
国
に
渡
来
せ
る
外
国
人
が
、
玉
萄
黍
の
確
割
り
を
使
ふ
こ
と
に
不
案
内
な
り
と
せ
ら
れ
、
又
同
幽
諸
階
級
民

が
乾
物
の
菜
豆
、
碗
豆
そ
の
他
通
営
の
方
法
に
よ
ら
ぱ
、
管
養
食
物
に
代
ら
し
め
得
ぺ
き
諸
物
産
を
目
す
る
に
、

倉.

食

E古

第
三
十
四
巻

一
四
七

第

競

一
四
七

， 



• 

倉.

食

論

一
四
八

第

披

第
二

a

十
四
谷

一
四
八

多
少
の
侮
蔑
を
以
て
す
と
せ
ら
る
る
却
さ
色
、
右
と
同
臭
の
嫌
を
見
れ
宇
。
(

5

)

第
五
に
無
規
律
の
一
世
舎
に
し

て
、
経
験
的
技
術
の
諸
博
習
破
壊
せ
ら
れ
、
恰
色
一
家
族
生
活
の
崩
壊
と
な
り
、
掃
人
は
家
内
の
蝿
遁
を
外
に
し
て

自
宅
外
の
仕
事
に
逐
は
れ
、
か
く
て
下
層
階
級
の
主
姉
を
家
事
の
仕
事
よ
り
奪
ひ
去
り
、
ぞ
の
若
き
娘
を
指
岡
し

所
帯
の
雑
務
に
営
ら
し
な
る
の
傍
暇
を
、
之
に
奥
へ
ぎ
る
こ
と
と
な
り
し
よ
り
.
他
の
諸
黙
に
つ
き
で
は
知
識
に

富
め
る
者
の
聞
に
も
、
食
品
術
及
料
理
法
に
不
案
内
の
七
め
、
替
市
交
を
不
良
な
ら
し
め
、
又
不
味
に
し
て
健
康
に

越
せ

5
る
食
品
料
理
を
見
る
の
結
果
を
生
め
り
、
家
族
の
崩
壊
未
だ
甚
し
さ
に
至
ら
?
と
す
べ
き
我
邦
に
於
て
き

へ
色
、
皮
相
的
文
化
生
活
の
模
倣
、
長
所
倫
川
便
化
の
宮
中
本
'
と
な
れ
3
時
果
、
防
戒
工
業
例
府
議
食
品
の
常
用
と
な
り

家
脂
の
近
隣
費
用
は
そ
の
悪
臭
を
も
厭
は
ゴ
る
数
回
使
用
に
及
ぽ
さ
れ
、
一
面
米
飯
長
炊
の
侍
管
は
漸
〈
飽
か
れ

ん
と
し
、
児
女
の
冷
飯
排
営
に
就
き
で
は
無
頓
着
な
る
が
如
き
、
何
れ
も
慶
し
て
己
h
u

ペ
き
成
行
と
は
な
し
得
ゴ

ら
ん
、
(

6

)

最
後
に
健
康
に
通
せ
る
食
事
の
利
盆
が
、
諸
飲
料
又
は
麻
酔
剤
の
過
度
使
用
に
よ
り
殺
か
る
る
こ
と

あ
り
と
す
べ
き
も
、
之
が
能
者
に
闘
す
る
詳
説
は
、
別
の
機
曾
に
試
み
ん
と
欲
h
r
o

吾
人
は
素
よ
り
糸
凪
机
抵
の
踏
襲
に
流
れ
易
き
、
我
邦
普
通
家
庭
の
割
烹
を
以
て
最
善
と
考
ふ
る
も
の
に
非
や

さ
れ
ど
家
事
経
済
に
於
け
る
食
品
及
料
理
法
の
質
買
な
る
貫
際
的
知
識
を
間
後
普
及
せ
し
め
、
特
に
偲
脅
の
諸
食

品
及
そ
の
使
用
法
に
闘
す
る
、
科
皐
的
闇
明
に
進
境
を
聞
き
、
経
済
、
普
養
及
賞
味
の
目
的
に
副
は
し
む
る
は
、
や

が
て
岡
氏
経
梼
及
凶
民
衛
生
の
見
地
よ
り
す
る
も
、
忽
か
せ
に
し
難
き
問
題
と
考
ふ
る
を
以
て
、
向
少
し
く
之
が

一
般
論
を
一
部
の
皐
者
に
就
き
て
聴
く
こ
と
と
す
べ
し
、
そ
の
設
に
よ
る
に
多
〈
の
人
は
拙
劣
な
る
食
物
使
用
に

よ
り
貧
困
に
陥
ゐ
れ
り
、
印
ち
多
〈
の
人
は
そ
の
生
涯
中
に
於
け
る
失
敗
の
原
因
を
適
切
な
る
食
事
を
採
ら

g
hノ

Cf. Dev出 Groundwηrkete. pp・ 300-302，SmaJ.l :J.nd Vincent， Introduction to 
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当是



し
た
め
、
躍
り
し
消
化
不
良
そ
の
他
の
疾
病
に
蹄
し
待
べ
し
、
支
債
食
物
に
て
一
勢
働
者
を
、
強
健
に
支
へ
得
べ

し
と
論
謹
さ
れ
し
も
、
一
の
良
焼
肉
た
る
べ
き
も
の
拙
劣
の
料
理
に
よ
り
、
旨
味
な
く
又
替
養
カ
な
き
も
の
と
せ

ら
る
る
こ
と
も
頻
繁
な
り
、
料
理
拙
な
る
食
物
の
不
味
に
飽
け
る
努
働
者
が
、
ぞ
の
延
味
成
を
消
す
た
め
に
、
興

奮
飲
料
使
用
に
立
謹
る
こ
と
起
る
も
珍
し
か
ら
す
、
粗
食
は
笹
口
養
不
良
に
歪
ら
し
め
、
薄
弱
又
は
疾
病
を
生
ぜ
し

な
、
又
何
を
食
す
べ
き
か
に
つ
き
、
食
欲
以
上
に
他
の
見
分
け
方
着
想
き
れ
し
は
近
年
の
こ
と
に
外
な
ら
す
、

〉
芝
山

E
散
授
に
よ
る
一
研
究
は
、
民
衆
が
ぞ
の
債
と
の
比
較
上
最
も
高
き
笹
養
債
を
有
せ
る
、
諸
食
用
品
の
購

入
を
規
則
と
せ

F
る
こ
と
な
一
不
せ
り
(
木
誌
第
三
十
巻
九
九
九
及
一

0
0
0
・
互
参
照
)
各
家
庭
は
そ
の
内
部
に
於
て
、
家
底
粧

掛
叉
謂
は
ぱ
特
殊
の
生
産
門
H
0
5
2
P
古
え
に
口
円
一
三
:
ピ
待
U
、
就
中
十
ー
に
る
も
の
は
食
物
の
料
埋
な
h
y
、
ご
の
職

分
が
よ
く
壷
さ
る
べ
き
こ
と
、
健
康
に
過
し
倍
誌
に
官
め
る
生
活
資
料
炉
、
家
族
の
全
員
に
給
せ
ら
る
べ
き
こ
と

重
要
な
る
や
明
か
な
り
、
現
在
に
あ
り
で
は
種
々
の
家
庭
が
、
そ
の
子
に
枇
め
得
ぺ
き
原
料
の
量
及
質
に
、
向
型
化
め

る
こ
と
を
忘
る
る
よ
り
、
家
政
術
は
多
く
の
場
合
に
か
か
る
供
給
を
、
通
常
の
食
物
に
調
製
す
る
こ
と
に
堪
へ
や
、

而
し
て
右
熟
練
の
映
賠
は
貧
者
の
所
帯
内
に
限
ら
る
と
は
せ
ゴ
る
も
、
そ
の
所
帯
内
に
は
普
通
な
h
ノ
、
家
政
に
於

け
る
他
の
諸
曜
瑳
は
之
に
比
一
周
せ
し
な
べ
く
も
非
中
、
家
事
軽
桝
に
於
げ
る
こ
の
棋
貼
は
、
明
か
に
病
的
な
る
一

献
態
を
な
す
、
家
政
準
は
今
や
食
膳
に
上
る
諸
物
品
の
食
品
債
値
公
確
か
み
げ
る
の
問
題
、
晴
好
の
最
大
満
足
及
最
大

管
養
債
値
が
、
一
食
に
混
ぜ
ら
れ
待
べ
き
が
に
め
に
、
諸
物
品
は
家
庭
の
献
立
、
殊
に
叉
聞
学
校
、
病
院
、
行
刑
所

等
の
飲
食
物
表
豆
町

E
}、
中
に
如
何
に
組
合
は
さ
る
べ
き
か
の
、
姉
妹
問
題
と
を
究
め
。
そ
は
専
門
家
の
注
意
を

引
き
初
め
つ
つ
め
り
、
こ
は
高
き
生
活
費
を
引
下
ヤ
る
駄
に
於
て
、
品
質
問
階
級
を
助
く
る
所
多
か
る
べ
し
と
れ
。
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